EPA オ メグル コクナイ デノ ニホンゴ キョウイク ノ ゲンジョウ インドネシアジン カンゴシ カイゴ フクシシ コウホシャ エノ キョウイク ト コッカ シケン ニ ムケタ ホウサク by 立川 和美 & タチカワ カズミ
EPAをめぐる国内での日本語教育の現状


































































日本語学習歴については，「なし」が20人，「 3 か月以下」が27人，「 8 か月以下」が





























































AOTSでは，2008年 8 月 8 日から，看護師は2009年 2 月12日まで，介護福祉士は2009
年 1 月27日までの期間，経済産業省担当分149名（看護104名，介護45名）の 6 か月研修
を， 5 地点（東京，横浜，中部，関西のAOTS研修センターおよび外部施設 1 施設）に
EPAをめぐる国内での日本語教育の現状









































2 回の国家試験を受験しているが，合格者は 3 名で合格率は 1 ％にすぎない。また，介
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④　読み（例：頭蓋「ずがい」ではなく「とうがい」）




・ 多義語の出現状況については，延べ語数の95％以上が 2 級以下の語彙で，文脈に
よって身体変化や医療に関する専門的な語彙として使用される場合がある。また，
語彙の多様な意味が重要である。
・ 専門語彙の観点から見た級外の語彙については，混種語の 6 割が外来語を含み，外
来語を含む語彙が級外名詞の約 2 割を占めるため，外来語理解に対する配慮が必要
である。



































































（注 1 ） 女性は前年度比+0.39歳で世界第 1 位，男性は＋0.3歳で第 5 位であった。これは日本人
の 3 大死因である「がん，心臓病，脳卒中」の治療成績が上昇していることと深く関
わっていると言われる。
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EPAをめぐる国内での日本語教育の現状




（注 6 ） さらに三枝氏は，介護・医学の分野においても，「分かりやすい用語を用いる努力は，
日本人にとっても意味のあることであり，同時に世界に開かれた日本の制度の構築に
もつながる」と指摘する。
（注 7 ） 神吉他（2009）によると，国家試験の対策にはまず漢字学習が必須だということで，
小学生向けの漢字ドリルを繰り返したり，日本語研修後の候補者の日本語レベルが「お
おむね小学校 3 年生程度である」という説明が流布したことで，小学校の国語の教科
書を用いて日本語学習を進めたりしているところも少なくなかったとの報告が行われ
ている。
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